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コ
ロ
ナ
対
応
策
と
資
金
フ
ロ
ー

伊
豆　
　

久

は
じ
め
に

　

昨
年
度
（
二
〇
二
〇
年
度
）
の
政
府
一
般
会
計
予
算
は
、
三
度
の
補
正
を
経
て
前
年
度
比
六
八
％
増
の
一
七
六
兆
円
と
空
前
の
規

模
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
費
が
巨
額
に
の
ぼ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
資
金
の
多
く
は
国
債
の
発

行
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
日
本
銀
行
も
、
従
来
の
異
次
元
緩
和
に
上
乗
せ
し
て
資
金
を
供
給
し
た
。

　

こ
う
し
た
財
政
・
金
融
政
策
の
コ
ロ
ナ
対
応
策
は
、
資
金
フ
ロ
ー
の
面
で
ど
の
よ
う
な
状
況
を
生
み
出

し
た
の
か
、
簡
単
に
確
認
し
て
み
た
い
。

１　

財
政
支
出
の
拡
大
と
短
期
国
債
に
よ
る
資
金
調
達

（
１
）
財
政
赤
字
の
拡
大

　

三
次
に
及
ぶ
補
正
予
算
（
図
表
１
）
に
よ
っ
て
財
政
規
模
は
急
拡
大
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府

の
毎
月
の
資
金
収
支
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

図
表
２
は
、二
〇
二
〇
年
度
の
財
政
資
金
（
特
別
会
計
を
含
む
）
の
毎
月
の
収
入
（
受
け
）
と
支
出
（
払

い
）
を
、（
比
較
の
た
め
）
コ
ロ
ナ
前
年
の
一
九
年
度
と
並
べ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
毎
月
の
財
政
資

図表１　2020年度一般会計予算

当初予算 103兆円 20年３月27日
第１次補正 ＋26兆円 ４月30日
第２次補正 ＋32兆円 ６月12日
第３次補正 ＋15兆円 21年１月28日

（注）日付は成立日。
（出所） 財務省資料より作成。
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金
の
動
き
に
は
、
各

種
租
税
の
納
付
日
や

年
金
の
支
給
日
な
ど

季
節
的
な
規
則
性
が

あ
る
が
、「
収
入
」

で
は
二
〇
年
度
も
そ

れ
が
は
っ
き
り
表
れ

て
い
る
（
＝
一
九
年

度
と
同
じ
動
き
で
あ

る
）。
本
来
な
ら
支

出
も
同
様
の
は
ず
で

あ
る
が
、
二
〇
年
度

前
半
の
支
出
パ
タ
ー

ン
は
一
九
年
度
と
大

き
く
異
な
っ
て
い

る
。
一
人
一
〇
万
円

の
定
額
給
付
計
一
三

兆
円
（
第
一
次
補

図表２　財政資金収支
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（注） 兆円、月次。財政収入をプラスに、財政支出をマイナスに表示。一般会計と特別会計等の合計。
国債の発行・償還は含まない。国債の利払いは特別会計等に含む。

（出所）財務省「財政資金対民間収支」より作成。

図表３　財政資金収支尻
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（注） 図表２より作成。19年度は計22.0兆円、20年度は計83.8兆円の支出超過（払い超）。
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正
）、
中
小
事
業
者
向
け
融
資
九
兆
円
（
第
二
次
補
正
）

な
ど
、
昨
年
度
前
半
に
集
中
し
た
コ
ロ
ナ
関
連
の
支
出
の

た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
春
の
収
支
尻
は
大
幅
に
悪
化
し
、
図

表
３
が
示
す
よ
う
に
、
二
〇
年
四
月
か
ら
八
月
で
財
政
赤

字
（
払
い
超
）
は
五
〇
兆
円
に
達
し
て
い
る
。
同
年
三
月

末
時
点
の
政
府
の
資
金
（
日
銀
の
政
府
預
金
）
は
一
三
兆

円
に
す
ぎ
ず
、
資
金
は
国
債
の
発
行
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ

る
ほ
か
な
か
っ
た
。

（
２
）
短
期
国
債
に
よ
る
資
金
調
達

　

図
表
４
は
、
昨
年
度
の
短
期
・
長
期
の
国
債
の
純
発
行

額
（
発
行
額

－

償
還
額
）
の
推
移
を
、
や
は
り
一
九
年
度

と
比
較
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
年
を
比
べ
る
と
、

長
期
国
債
に
つ
い
て
は
、
純
発
行
額
の
推
移
が
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
り
、
規
則
的
な
発
行
（
と
償
還
）
が
お
こ
な
わ

れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
（
二
〇
年
度
純
発
行
額
二
三
兆
円
）。
つ
ま
り
、
コ

図表４　国債純発行額
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の償還額を控除。19年度は計19.8兆円、20年度は計109.6兆円の発行超過。

（出所）財務省「国庫の状況報告書」等により作成。
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ロ
ナ
対
応
に
必
要
な
資
金
は
短
期
国
債
（
政
府
短
期
証
券
を
含
む
）
の
発
行
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
純
発
行
額
は
二

〇
年
四
月
か
ら
八
月
で
七
一
兆
円
に
な
る
が
、
そ
の
後
も
、
償
還
超
過
に
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
借
り
換
え
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

２　

政
府
預
金
の
推
移

（
１
）
昨
年
度
前
半
の
政
府
預
金

　

前
述
の
よ
う
に
昨
年
度
前
半
（
四
月
〜
八
月
）
の
財
政
支

出
超
過
額
は
五
〇
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
同
時
期
の
国
債
の
純

発
行
は
七
一
兆
円
と
必
要
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、政
府
の
資
金
（
＝
日
銀
に
預
け
ら
れ
た
政
府
預
金
）

は
、
逆
に
急
増
し
て
い
る
（
図
表
５
）。

　

三
月
末
の
政
府
預
金
一
三
兆
円

－

財
政
赤
字
五
〇
兆
円
＋

国
債
純
発
行
九
四
兆
円（
長
期
二
三
兆
円
＋
短
期
七
一
兆
円
）

＝
八
月
末
の
政
府
預
金
五
七
兆
円

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
２
）
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
と
政
府
預
金

　

政
府
預
金
の
推
移
を
少
し
長
い
期
間
で
見
て
み
よ
う
。

図表５　政府預金
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（注）兆円。2019年４月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。
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図
表
６
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
政
府
預
金
の
推
移
を
見
た
も

の
で
あ
る
が
、
一
六
年
初
め
と
二
〇
年
初
め
に
急
増
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
後
者
が
す
で
に
述
べ
た
昨
年
の
国
債
増
発
超
過
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
（
一
六
年
初
め
）
の
増
加
は
、
国
債
整

理
基
金
特
別
会
計
に
よ
る
資
金
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

　

同
特
別
会
計
は
、
従
来
、
資
産
の
多
く
を
短
期
国
債
や
日
銀
と

の
現
先
（
政
府
か
ら
見
る
と
買
い
現
先
、
日
銀
か
ら
見
る
と
売
り

現
先
）
で
運
用
し
て
い
た
が
、
一
六
年
初
め
に
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
導
入
し
、
短
期
金
利
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と
で

そ
う
し
た
運
用
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
が
す

べ
て
日
銀
預
金（
政
府
預
金
）へ
と
振
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
る（
図

表
７
）。
図
表
６
で
、
一
六
年
春
に
、
政
府
預
金
の
急
増
と
（
日

銀
の
）
売
り
現
先
の
急
減
が
同
時
に
生
じ
て
い
る
の
は
そ
れ
を
意

味
し
て
い
る
。

　

な
お
、
売
り
現
先
は
、
日
銀
に
と
っ
て
主
要
な
資
金
吸
収
手
段

の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
量
的
緩
和
政
策
導
入
後
は
そ
の
意
味
を
失

い
、
主
に
上
記
特
別
会
計
の
余
裕
資
金
の
運
用
手
段
、
お
よ
び
民

図表６　政府預金と日銀の売現先
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（注）兆円。2001年４月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。
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間
金
融
機
関
に
対
す
る
国
債
補
完
供
給
オ
ペ
（
品
薄
の
国
債
を
現

金
担
保
付
き
で
貸
し
出
す
手
段
）
と
な
っ
て
い
た
。
図
表
６
を
見

る
と
二
〇
年
春
に
日
銀
の
売
り
現
先
が
急
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
コ
ロ
ナ
危
機
対
策
と
し
て
の
ド
ル
供
給
オ
ペ
の
際
に
、
そ
の

担
保
と
す
べ
き
国
債
の
供
給
が
併
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。３　

銀
行
の
預
金
・
貸
出
・
日
銀
借
入

　

次
に
、
民
間
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
へ
の
影
響
を
見
て
み
よ

う
。

（
１
）
預
金
と
貸
出

　

昨
年
三
月
末
か
ら
八
月
末
に
、
銀
行
の
貸
出
が
一
七
兆
円
、
預

金
が
五
〇
兆
円
増
加
し
て
い
る
（
図
表
８
）。
ま
た
、
日
銀
借
入
は
一
四
兆
円
、
保
有
国
債
も
一
七
兆
円
増
え
て
い
る
（
図
表
９
）。

　

貸
出
の
伸
び
は
、
資
金
繰
り
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
た
融
資
の
実
質
無
利
子
無
担
保
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
預
金
の

増
加
額
は
貸
出
の
増
加
額
を
大
き
く
上
回
る
。

　

一
般
的
に
銀
行
業
全
体
で
み
た
預
金
は
、
銀
行
自
身
の
貸
出
と
財
政
支
出
超
過
に
よ
っ
て
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
預
金
の
伸

び
が
貸
出
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
財
政
支
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

図表７　国債整理基金特別会計貸借対照表（資産）
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（注）兆円。貸付金＝日銀との国債買現先。
（出所）財務省『特別会計ガイドブック』各年版、54頁、国債整

理基金特別会計貸借対照表より作成。
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銀
行
の
国
債
保
有
は
、
異
次
元
緩
和
の
開
始
以
来
、
減
少
し
つ
づ
け
て
き
た
が
、
そ
れ
が
昨
年
春
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
前

述
し
た
財
政
の
大
幅
な
散
超
に
よ
っ
て
巨
額
の
資
金
が
流
入
し
た
も
の
の
、
そ
の
運
用
に
困
り
、
や
む
を
え
ず
一
部
が
国
債
投
資
に

振
り
向
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図
表
９
で
は
、
国
債
の
短
期
長
期
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
点
後
述
）。

（
２
）
日
銀
借
入
の
意
味

　

で
は
、
同
時
に
日
銀
借
入
が
増
加
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
本
来
、
日
銀
か
ら
の
資
金
調
達
は
、
市
場
で
の
資
金
調
達
が

困
難
な
場
合
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
は
逆
に
資
金
余
剰
に
苦
し
ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
銀
借

図表８　銀行の貸出・預金
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（注）全国銀行。兆円。2019年１月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。

図表９　銀行の国債保有と日銀借入
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（注）全国銀行。兆円。2019年１月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。
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入
を
増
や
し
た
の
は
、
そ
の
目
的
が
、
流
動
性
の
確
保
で
は
な
く
、
金
利
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
獲
得
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
銀
は
、
昨
年
三
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
応
オ
ペ
と
し
て
、
従
来
の
共
通
担
保
オ
ペ
に
特
別
枠
を
設
け
た
が
、
そ
の
最
も
重
要
な
特

徴
は
、
銀
行
が
、
日
銀
か
ら
の
借
入
額
に
応
じ
た
額
を
、
日
銀
へ
の
準
備
預
金
の
う
ち
「
政
策
金
利
残
高
（
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
金

利
適
用
部
分
）」
か
ら
削
減
で
き
る
、
さ
ら
に
は
「
基
礎
残
高
（
プ
ラ
ス
〇
・
一
％
金
利
適
用
部
分
）
に
加
算
で
き
る
と
い
う
点
に

あ
る
（
１
）。

つ
ま
り
、
銀
行
は
、
こ
れ
ら
特
別
オ
ペ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
な
が
ら
利
鞘
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
特
別
オ
ペ
は
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
借
入
枠
を
、
例
え
ば
中
小
企
業
向
け
の
無
利
子
無
担
保
融
資
額
ま
で
と

す
る
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
応
策
と
し
て
の
性
格
を
伴
い
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
好
機
と
し
て
、
導
入
か
ら
五
年
を
超
え
た
マ
イ
ナ

ス
金
利
政
策
の
銀
行
へ
の
副
作
用
を
緩
和
す
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
（
２
）。

４　

日
本
銀
行
の
資
金
供
給

　

本
稿
が
注
目
す
る
昨
年
四
月
か
ら
八
月
の
間
の
日
本
銀
行
の
資
金
供
給
を
見
て
み
よ
う
（
図
表
10
・
11
）。

　

こ
の
期
間
の
日
銀
の
新
規
の
資
金
供
給
は
七
九
兆
円
で
あ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
長
期
国
債
の
新
規
買
入
れ
は
一
六
兆
円
に
す
ぎ
ず
、

短
期
国
債
の
買
入
れ
（
三
三
兆
円
）、
共
通
担
保
オ
ペ
（
三
二
兆
円
）
に
よ
る
資
金
供
給
の
ほ
う
が
大
き
い
（
３
）。

　

こ
れ
は
、
米
国
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
コ
ロ
ナ
対
応
が
、
少
な
く
と
も
量
的
な
面
で
は
長
期
国
債
の
買
入
れ
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
と
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
米
国
の
場
合
、
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
国
債
市
場
の
不
安
定
化
が
非
常
に
大
き
く
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
伝
統
的
に
国
債
オ
ペ
以
外
の
資
金
供
給
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
場
合
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
金
融
市
場
へ
の
直
接
的
影
響
は
限
定
的
で
、
む
し
ろ
前
述
し
た
共
通
担
保
オ
ペ
を
利
用
し
た
銀
行
へ
の
金
利
「
補
給
」
が
重
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視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

５　

国
債
の
消
化

　

は
じ
め
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
必
要
だ
っ
た
資
金
は
ほ
と
ん
ど
が
、
短
期
国
債
の
発
行
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

図表10　日本銀行の資産
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（注）兆円。2019年１月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。

図表11　日本銀行の資産
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（注）兆円。2019年１月～21年３月、月次。
（出所）日本銀行時系列データより作成。
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で
は
、
そ
の
短
期
国
債
は
ど
の
よ
う
に
消
化
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
前
に
、
過
去
一
〇
年
の
保
有
者
別
の
残
高
の
推

移
を
見
て
み
よ
う
（
図
表
12
）。

　

国
内
の
投
資
家
は
、
銀
行
↓
そ
の
他
↓
日
銀
の
順
で
保
有

額
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
対
照
的
に
海
外
の
投
資
家
は
保
有

額
を
漸
増
さ
せ
て
い
る
。

　

国
内
の
投
資
家
か
ら
す
る
と
、
ゼ
ロ
金
利
政
策
か
ら
一
六

年
初
め
に
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
始
ま
り
、
投
資
対
象
と

し
て
意
味
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
海
外
の
、
例
え
ば
ド
ル
を
原
資
産
と
す
る
投
資

家
が
満
期
三
カ
月
の
短
期
国
債
に
投
資
す
る
場
合
を
考
え
る

と
、
ド
ル
を
担
保
に
三
カ
月
の
円
を
借
り
入
れ
る
際
の
コ
ス

ト
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
、
短
期
国
債
の
利
回
り
に
円
調
達

の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
、
短
期
国
債
の
金
利
が

マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
て
も
十
分
に
利
益
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
奇
妙
な
こ
と
が
生
じ
る
の
は
、
円
を
原
資
産
と
す

る
投
資
家
、
つ
ま
り
日
本
の
投
資
家
の
ド
ル
需
要
が
あ
ま
り

に
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
日
本
の
投
資
家
が
ド

図表12　部門別の短期国債保有額
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ル
資
産
を
求
め
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
（
長
期
）
金
利
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
含
む
超
低
金
利
政
策
が
と
ら
れ
る
と
、
日
本
の
投
資
家
は
ド
ル
他
の
高
利
回
り
資
産
を
求
め
て

ド
ル
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
ド
ル
を
原
資
産
と
す
る
投
資
家
に
マ
イ
ナ
ス
コ
ス
ト
で
の
円
調
達
を
可
能
と
し
、
リ
ス
ク

フ
リ
ー
の
円
建
て
資
産
と
し
て
短
期
国
債
へ
の
需
要
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
度
の
前
半
（
三
月
末
〜
九
月
末
）
を
見
て
み
よ
う
。

　

短
期
国
債
の
純
発
行
額
は
六
八
兆
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
消
化
先
の
内
訳
は
、
海
外
投
資
家
一
〇
兆
円
、
日
銀
三
三
兆
円
、
銀
行
二

五
兆
円
、
そ
の
他
一
兆
円
で
あ
る
。
日
銀
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
期
間
、
長
期
国
債
の
ほ
ぼ
倍
の
短
期
国
債
を
買
っ
て
お

り
、
市
場
環
境
を
維
持
す
る
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

銀
行
も
、
国
債
を
大
き
く
買
い
増
し
て
い
る
が
、
図
表
９
と
12
を
付
け
合
せ
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
短
期
国
債
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
目
的
は
、
一
つ
に
は
前
述
の
よ
う
に
資
金
余
剰
の
な
か
で
の
や
む
を
え
な
い
運
用
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
日
銀
オ

ペ
（
共
通
担
保
オ
ペ
や
ド
ル
供
給
オ
ペ
）
や
市
場
取
引
の
た
め
の
担
保
の
確
保
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）　 

日
銀
の
コ
ロ
ナ
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
銀
行
の
コ
ロ
ナ
危
機
対
応
策
」
本
誌
二
〇
二
〇
年
八
月
号
参
照
。

（
２
）　 

危
機
対
応
を
口
実
に
、
従
来
の
政
策
を
修
正
す
る
と
い
う
手
法
は
、
他
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
日
銀
は
昨
年
三
月
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
買
入

れ
額
を
「
当
面
」
の
措
置
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
六
兆
円
か
ら
一
二
兆
円
に
増
額
し
た
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
危
機
が
収
束
す
れ
ば
、
一

二
兆
円
を
六
兆
円
に
戻
す
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
日
銀
の
今
年
四
月
の
決
定
は
、
逆
に
、
六
兆
円
の
枠
を
撤
廃
し
て
一
二

兆
円
を
残
す
こ
と
で
積
極
的
な
買
入
れ
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、（
公
表
は
し
な
い
も
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の
の
）
買
入
れ
発
動
の
条
件
を
厳
格
化
し
（
午
前
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
下
落
率
一
％
か
ら
一
・
五
％
も
し
く
は
二
％
へ
の
変
更
と
推
測
さ
れ
る
）、

保
有
Ｅ
Ｔ
Ｆ
増
加
へ
の
批
判
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
五
月
の
買
入
れ
は
、
異
次
元
緩
和
開
始
以
来
初
め
て
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

（
３
）　 

以
上
三
つ
の
合
計
が
総
額
（
七
九
兆
円
）
を
超
え
て
い
る
の
は
、
同
期
間
に
外
国
為
替
の
純
増
額
が
マ
イ
ナ
ス
一
一
兆
円
と
な
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
に
も
と
づ
く
日
銀
の
ド
ル
供
給
は
五
月
末
に
ピ
ー
ク
（
残
高
三
一
兆
円
）
と
な
り
、
こ
こ
で

取
り
上
げ
て
い
る
八
月
末
に
は
残
高
二
四
兆
円
へ
と
減
少
し
た
。

（
い
ず　

ひ
さ
し
・
客
員
研
究
員
）


